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阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
一
年
。
政
府
は
一
月
十
七
日
を
「
防
災
と
ポ
ラ
ン
テ
イ
戸
の
日
」

と
定
め
、
災
害
時
に
お
け
る
ポ
ラ
ン
テ
イ
戸
活
動
や
自
主
的
な
防
災
活
動
巳
つ
い
て
の
毘
臓
を

深
め
、
災
害
へ
の
備
え
を
充
実
強
化
す
る
よ
う
訴
え
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
被
害
を
最
小
限
に

食
い
正
め
る
定
め
に
は
、
一
人

一
人
の
日
ご
ろ
の
備
え
と
冷
静
な
行
動
ガ
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市

で
も

一
月
十
七
日
に
実
戦
型
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
ガ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に

避
難
や
安
否
の
確
認
方
法
な
ど
防
災
対
策
巳
つ
い
て
、
ご
家
庭
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

ーヲF酔

ιー

日

ろ

の

備
え
が
大
切

-
家
庭
で
防
災
会
識
を

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、

家
具
の
転
倒
や
ガ
ラ
ス
の
飛
散

を
防
ぐ
対
策
は
し
て
あ
り
ま
す

か
。
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

は
で
き
て
い
ま
す
か
。

大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
に

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人

の
日
ご
ろ
の
備
え
と
冷
静
な
行

動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
も
う
一
度
防
災
対
策

に
つ
い
て
ご
家
庭
で
話
し
合
っ

て
く
だ
さ
い
。

マ
話
し
合
い
の
テ
1
マ

(
例
)

.
地
震
発
生
時
の
各
自
の
役
割

.
消
火
器
な
ど
消
火
の
備
え

・
家
族
問
の
連
絡
方
法

.
避
難
場
所
の
確
認

・
避
難
経
路
の
安
全
確
認

-
非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認

・
家
具
転
倒
防
止
対
策
や
家
庭

内
の
整
理
整
と
ん

・
お
年
寄
り
ゃ
乳
幼
児
、
病
人

な
ど
の
避
難
方
法

.
地
震
情
報
の
入
手
方
法

・
情
報
は
ナ
パ
サ
で

市
で
は
、

F
M湘
南
ナ
パ
サ

(沌・
3
M
M
)

と
災
害
時
の
広

報
活
動
に
関
す
る
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。
大
地
震
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
、
ナ
パ
サ
の
放
送

に
割
り
込
み
、
災
害
対
策
本
部

か
ら
様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し

ま
す
。
現
在
、
毎
週
月
曜
日
の

午
前
九
時
五
十
分
過
ぎ
に
緊
急

割
り
込
み
の
試
験
放
送
を
行
っ

て
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

デ
マ
が
流
れ
ま
す
の
で
、
ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
か
ら
正
し
い
情
報

を
聞
く
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。自

主
防
災
の

取
り
組
み
を

-
拠
点
基
地
の
備
蓄
は

災
害
時
に
拠
点
基
地
が
設
置

さ
れ
る
市
内
ニ
十
五
か
所
の
小

中
学
校
に
は
、
ろ
水
機
や
発
電

機
、
土
の
う
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
資
機
材
が
備
蓄
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
互
に
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、

そ
れ
ま
で
平
塚
球
場
と
消
防
旭

出
張
所
に
備
蓄
し
て
あ
っ
た
災

害
用
ト
イ
レ
や
長
期
保
存
食
、

毛
布
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

・
ボ

ン
ベ
な
ど
を
、
拠
点
基
地
が
開

設
さ
れ
る
小
中
学
校
に
分
散
し

各 拠点基地には市職員
が配備され、情報の収集・
伝遇、救援 ・救護活動、
自主防災組織との連絡調
整、防災資機材の貸し出
しなどを行います

地域拠点基地設置場所

太洋中学校、港小学校、
花水寸学校、なでしこ小
学校、富士見小学校、銀
醤小学校、松原小学校、
八幡ノJ崎間交、フd野小学校、
真土ノJ吟晴、大野中学校、
中原/J吟勾交、南原ノJ吟斗氏
神田ノj吟笥交、城島ノj吟勾交、
豊田ノ'J'¥!学校、岡崎ノj吟勾交、
金田小学校、旭小 学校、
金目イ吟勾交、土屋ノJ吟詳枝一
横内ノj吟均交、山下ノj吟勾交、
みずほノj今戦吉痴J守椴

備
蓄
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
市
内
に
は

約
六
千
本
の
街
頭
消
火
器
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

-
私
た
ち
の
ま
ち
は
私
た
ち
で

守
ろ
う

こ
れ
ら
の
資
機
材
や
街
頭
消

火
器
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

災
害
時
の
救
出
救
護
や
初
期
消

火
活
動
用
と
し
て
使
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
備
え
で
す
。

災
害
時
に
は
、
電
話
の
不
通

や
道
路
事
情
の
悪
化
な
ど
に
よ

り
都
市
機
能
が
分
断
さ
れ
、
防

災
機
関
に
よ
る
救
出
救
盤
・
初

期
消
火
活
動
な
ど
に
支
障
が
出

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
で
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
、
災
害
に
よ
る
被

害
か
ら
い
ち
早
く
立
ち
直
る
た

め
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
協
力

体
制
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

「
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
が

近
所
の
人
た
ち
の
手
で
救
出
さ

れ
た
」

「み
ん
な
で
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
を
し
て
延
焼
を
食
い
止
め

た
」
な
ど
の
例
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
ま
ち
は
私
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
強
い
連
帯
感

を
持
っ
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

-つ。4
1
月
げ
臼
実
戦

型
訓
練
を
実
施

一
月
十
七
日
(
水
)
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
、
大
神

の
相
模
川
河
川
敷
に
あ
る
市
民

ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
、
田
村
に
あ

る
消
防
総
合
訓
練
所
を
会
場
に
、

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

参
加
す
る
の
は
、
日
中
家
庭

に
い
る
女
性
の
み
な
さ
ん
で
組

織
さ
れ
て
い
る

「女
性
防
災
リ

ー
ダ
ー
」
を
は
じ
め
、
市
と
防

災
に
闘
す
る
協
定
を
結
ん
で
い

る
機
関
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
受

貯
持
つ
企
業
な
ど
棟
々
で
す
。

阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
は
、

一
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
食
事

や
宿
泊
所
、
装
備
品
等
を
行
政

に
要
求
し
、
逆
に
災
害
対
策
に

支
障
を
来
し
て
し
ま
っ
た
例
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
教

訓
を
生
か
し
、
今
回
の
訓
練
は

装
備
品
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て

各
機
関
の
自
前
に
よ
る
自
発
的

な
参
加
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
相
模
川
の
水
を
く

み
上
げ
て
中
継
し
消
火
す
る
訓

練
や
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

救
出
救
護
訓
練
な
ど
、
阪
神
・

淡
路
大
箆
災
の
教
訓
を
生
か
し

た
実
戦
的
な
訓
練
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

見
学
は
自
由
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

(
内
線
3
5
7
)

防
災
課

地
震
防
災
計
画
を
見
直
し

市
で
は
「
市
民
と
と
も
に
つ

く
る
大
地
震
に
も
揺
る
が
な
い

ま
ち
ひ
ら
つ
か
」
を
目
指
し

て
、
地
震
防
災
計
画
の
見
直
し

を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
や
防
災
関

係
機
関
な
ど
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
昨
年
末
に
は

改
正
指
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
指
針
に
基
づ

き
、
今
年
秋
を
目
途
に
新
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
震
防
災

計
画
室
(
内
線
6
3
8
)

で

る

し

)

λ
w
な
い
材
原

均
的
γ

、
て
取
ケ

斗
A

っ
し

を
唐

4
匂

と

営

ア

(

罰
劃

ひ

遼

イ

ん

M
凶

の
理
テ
さ

ザ一

国
管
ン
男

マL

公
を
ラ
一

7
J
い

檀

ボ

浦

，

し

花

一

一一一

寸

誕
の
ワ

は

一ア

も
そ
ラ
材

ノ

録
。
フ
取

、

で

図
こ

一フ

内
公
し
た

4
山

市
と
で
し

;

し
な
ま

な
で
し
こ
公
園
は
、
テ

ー
マ
を

「人
・
水

・
緑
・

出
会
い
の
広
場
」
と
し
て

平
成
六
年
七
月
に
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
公
園
が
、

hv
第
十
一
回
都
市
公
園
コ
ン

h
p
 

4
司

4

司
ク
ー
ル
の
管
理
運
営
部
門

‘

で
建
設
事
務
次
官
貨
に
蹄

き
、
昨
年
十
月
二
十
七
日

に
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
公
園
の
花
壇
を
、

い
つ
も
美
し
く
管
理
さ
れ

て
い
る
の
が
、
な
で
し
こ

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(
鈴
木
三
郎
会
長
)
の
み

な
さ
ん
で
す
。

こ
の
団
体
は
平
成
七
年

三
月
に
発
足
、
公
民
館
だ

よ
り
な
ど
で
募
集
し
現
在

会
員
は
三
十
六
人
い
ら
れ

ま
す
。
月

一
回
の
定
例
会

で
は
、
会
員
の
み
な
さ
ん

が
花
壇
の
草
取
り
や
掃
除

な
Y
い
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動

で
特
に
す
ば
ら
し
い
の
は

季
節
に
よ
り
、
色
と
り
ど

?
り
の
花
が
咲
く
よ
う
に
官

1. 

• • • 
手入れ作業の合間に記念写真を

理
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

容
植
え
は
サ
ル
ビ
ア
、
マ

リ
l
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ

ニ
ア
、
ビ
オ
ラ
、
カ
ワ
ラ

ナ
デ
シ
コ
、
秋
植
え
は
ノ

1
ス
ポ
ー
ル
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
、
ス
イ
セ
ン
、
フ
リ

ー
ジ
ア
、
パ
ン
ジ
ー
、
葉

ぼ
た
ん
な
ど
で
、
そ
の
数

は
容
・
秋
と
も
に
一
万
本

以
上
と
な
り
ま
す
。
昨
年

の
秋
は
、
パ
ン
ジ
ー
を
花

文
字
と
な
る
よ
う
に
配
し

ほ
か
に
ノ
1
ス
ポ
ー
ル
、

葉
ぼ
た
ん
に
絞
っ
て
植
え

付
け
し
ま
し
た
。
会
員
の

熱
心
な
管
理
で
容
に
は
す

ば
ら
し
い
花
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
は
、
勉
強
会

な
ど
も
続
け
て
お
り
、
他

地
域
の
同
様
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
も
交
流
し
て
平
塚

市
を
花
と
緑
の
豊
か
な
ま

ち
に
し
て
行
き
た
い
と
語

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
受
賞
の
感
想
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
「
オ
ー
プ

ン
し
て
日
も
浅
い
こ
の
公

一

国
が
受
賞
で
き
た
の
は
、

市
を
は
じ
め
公
園
を
管
理

し
て
い
る
各
国
体
の
協
力

の
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か

ら
も
受
賞
に
恥
じ
な
い
活

動
に
努
め
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

・

• 



広報ひらつか

市
で
は
今
後
行
政
改
革
を
進

め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
基
本

的
な
考
え
方
や
、
取
り
組
み
の

重
点
を
示
し
た
「
第
二
次
行
政

改
革
大
綱
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
市
民
や
学
識
経
験
者
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

「平

塚
市
行
政
改
革
を
す
す
め
る
懇

話
会
」
(
座
長
・
荒
木
昭
次
郎
東

海
大
学
教
授
)
を
設
置
。
行
政

全
般
に
わ
た
り
離
輸
を
重
ね
て

い
た
だ
き
、
昨
年
十

一
月
に
は

「第
二
次
行
政
改
革
推
進
本
部
」

(
本
部
長
・吉
野
稜
威
雄
市
長
)

に
対
し
提
言
を
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
決
定
し
た
大

綱
は
、
こ
の
提
言
の
趣
旨
を
尊

重
し
、
市
議
会
の
意
見
を
踏
ま

(2) 
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平成8年オ月 15日

十
二
月

一
日
開
会
さ
れ
た
市

部
会
十
二
月
定
例
会
は
、
十
二

月
二
十
二
日
審
議
を
終
え
閉
会

し
ま
し
た。

今
議
会
で
は
、

「市
長
の
資

産
等
の
公
開
に
閲
す
る
条
例
」

な
ど
十
七
議
案
に
つ
い
て
審

議
・
裁
決
を
行
い
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

初
日
に
提
案
さ
れ
た
平
成
六
年

度
の

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
は
、
先
例
に
な

ら
い
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
、
次
の
と
お
り

0

.
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

平
塚
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例

「政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め

の
国
会
議
員
の
資
産
等
の
公
開

初
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

第 56ア雪

え
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
広
報

ひ
ら
つ
か
二
月
十
五
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

。
基
本
理
念

地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き

住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
地

方
公
共
団
体
と
し
て
自
主
性

・

自
律
性
を
強
化
し
つ
つ
、
市
民

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
常
に

公
正
で
能
率
的
・
効
率
的
な
行

政
運
営
に
努
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

。
主
な
取
り
組
み
内
容

.
市
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ

て
共
通
な
課
題
に
取
り
組
む
、

市
民
参
加
を

一
歩
進
め
た
形
の

「市
民
と
協
働
し
た
行
政
運
営
」

.
市
補
助
金
の
整
理

・
合
理
化

liで可ヤ|
用
事
原

。
源
づ

す

て
エ
旗
場
資
会
ま

立
の
途
分

、
社
い

め
め
る
処
め
る
て

漫
た
い
終
た
れ
れ

の
る
で
最
す
さ
ら

分
す
れ
物
ら
用
め

期
保
ら
棄
減
利
求

2
確
め
療
を
環
が

第
を
進
般
み
循
り

地
が
一
ご
が

く

等
に
闘
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
市
長
の
資
産
等
の
公
聞
に

つ
い
て
、
国
会
議
員
の
資
産
相
一
寸

の
公
開
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず

る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
制
定
す

る
も
の
。

・
平
塚
市
廃
棄
物
の
減
量
化、

資
源
化
及
び
適
正
処
理
等
に
関

す
る
条
例

「廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
の
抜
本
的
な

改
正
と
今
後
の
廃
棄
物
行
政
の

課
題
に
対
応
し
、
資
源
が
循
環

し
て
利
用
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
、

生
活
環
境
の
保
全
、
並
び
に
公

衆
衛
生
の
向
上
を
図
り
、
良
好

な
都
市
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
に
制
定
す
る
も
の
。

の
た
め
の
補
助
基
準
等
の
設
定

・
総
合
的
、
合
理
的
な
施
策
の

推
進
を
図
る
た
め
の
組
織
・
機

構
の
見
直
し

・
地
震
防
災
体
制
の
見
直
し

・
審
議
会
等
附
属
機
関
見
直
し

の
た
め
の
委
員
選
出
基
準
等
の

設
定

・
時
代
の
変
化
や
市
民
の
生
活

意
識
に
対
応
で
き
る
職
員
の
能

力
開
発
と
意
識
改
革

。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

今
回
決
定
し
た
大
綱
に
基
づ

き
、
平
成
十
年
度
ま
で
の
三
か

年
の
実
施
計
画
を
今
年
三
月
を

目
途
に
策
定
し
、
具
体
的
に
実

施
し
て
い
く
。

な
お
、
実
施
計
画
の
推
進
状

況
を
懇
話
会
に
定
期
的
に
報
告

し
、
市
民
に
公
表
す
る
。

※
担
当
企
画
調
整
課
(
内
線

3
2
3
)
 

平
成
七
年
十
月
一
白
現
在
で

実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
と
、

平
塚
市
の
人
口
は

二
十
五
万
三
千
八
百
十
八
人

(
男
十
二
万
九
千
六
百
二
十
一

人
、
女
十
二
万
四
千
百
九
十
七

人
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
前
回
の
調
査

(平
成
二
年

実
施
)
よ
り
七
千
八
百
六
十
八

人
、
率
に
す
る
と
三
・
二
%
の

増
加
と
な
り
ま
す
。

地
区
別
で
は
、
増
加
率
が
最

も
日
い
の
は
金
田
地
区
で

一

四
・
三
%
、
次
い
で
旭
地
区
の

九

・
三
%
、
岡
崎
地
区
の
六
・

七
%
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
世
帯
数
は
八
万
八
千
七

十
一
世
帯
で
、
前
回
よ
り
六
千

三
百
六
十

一
世
帯
、
率
で
は

七

・
七
%
増
加
し
ま
し
た
。

一

世
帯
あ
た
り
の
人
数
は
二
・
八

六
人
で
、
初
め
て
三
人
を
割
っ

た
前
回
の
調
査
よ
り
、
さ
ら
に

0
・
一
三
人
少
な
く
な
っ
て
い

申し込み、問い合わせは

市役所へ

-電話 23-1111、35-1111

(内線番号を交換手ヘ)

-住所浅間町9番1号

(担当課名のご記入を)

-
平
塚
市
公
共
下
水
道
使
用
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
五
年
四
月
の
改
定
以
来

据
え
置
い
て
い
る
公
共
下
水
道

使
用
料
に
つ
い
て
、
維
持
管
理

費
の
増
加
、
資
本
費
を
構
成
す

る
市
債
の
元
利
償
還
金
等
の
増

大
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
の
過
重
負
担
を
回
避
し
、

適
正
な
下
水
道
事
業
の
財
源
確

保
を
図
る
た
め
、

平
均
三
七

・

九
%
の
引
き
上
げ
改
定
を
行
う

も
の
。

ま
す
。

※
担
当
総
務
課
統
計
調
査
係

(
内
線
3
4
8
)

教
育
委
員
会
で

奨
学
生
を
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
高
等
学

校
に
進
学
す
る
学
生
に
対
し
て

奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は

二
月
十
四
日
(
水
)
ま
で
に
在

籍
(
出
身
)
中
学
校
に
申
請
を
。

マ
支
給
条
件
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
て
い
る
と
と
①
平

市
で
は
、
ご
み
減
量
化
・
資

源
化
を
推
進
す
る
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
動
物
の
サ
イ
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成

し
、
そ
の
愛
称
を
募
集
し
て
い

ま
す
。こ

れ
は
、
平
塚
市
ご
み
減
量

化
婦
人
の
会
か
ら

「ご
み
問
題

を
市
民
に
啓
発
す
る
た
め
の
キ

塚
市
民
で
あ
る
②
市
内
の
中

学
校
を
卒
業
し
、
今
年
高
等
学

校
に
進
学
す
る
③
学
資
の
支

払
い
が
困
難
で
あ
る
④
学
業

成
績
と
品
行
が
良
い

⑤
ほ
か

の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

(
生
活
福
祉
資
金
、
母
子
福
祉

資
金
は
除
く
)

マ
支
給

額

月

額

一
万
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
学
務
眼
学

事
係
(
内
線
5
3
2
)

二
輪
車
安
全
運
転

競
技
大
会
を
開
く

二
輪
車
の
事
故
防
止
と
運
転

技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
自

的
に
、

二
輪
車
安
全
運
転
競
技

大
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

対
象
は
市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い

る
二
輪
車
(
原
付
を
含
む
)
の

運
転
免
許
証
を
お
持
ち
で
二
輪

車
(
原
付
を
含
む
)
を
持
ち
込

め
る
方
で
す
。

申
し
込
み
は
一
月
十
六
日
か

ら
交
通
安
全
課
で
受
廿
付
け
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

2
月
四
日
(
臼
)
午
後

ごみ滅最化・資源化

臨日益重量鍛員

耐 震 EZ

看 護 婦

宕護婦免許取得者で

採用時現在40歳未満

の方

勤務場所 市民病院

賃金 時給1，110円

申し込み 市民病院庶務課

宮 32-0015(内線

3197)へ、履歴岱と牢7
謹婦免許の写しを本

人が直接持参する。

締め切り 1月26日 (金)

職種

資格

1
時

1
4時

マ
会
場
荒
井
自
動
車
学
校
花

水
校
(
長
持
3
1
0
番
地
)

マ
定
員
同
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
先
交
通
安
全
課

(
内
線
2
5
5
)

福
祉
会
館
ま
つ

り
競
技
の
結
果

福
祉
会
館
ま
つ
り
競
技
部
門

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

マ
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会
(
参
加

μ
チ
l
ム
)

・
優
勝
中
原
、
準
優
勝
下

島

A
、
3
位
松
が
丘

マ
囲
碁
大
会
(
参
加
日
人
)

・
福
祉
名
人
戦
優
勝
本
田
光

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
祢
募
集

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
選
定
し
た
ら
」

と
の
提
案
が
あ
り
、
開
会
と
市

が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
で
す
。
希
少
動
物
と
し
て

国
際
的
に
保
護
さ
れ
て
い
る
サ

イ
を
選
ん
だ
の
は
、
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
の
「サ
イ
」
、
再
利
用
の

「サ
イ
」、ご
み
を
生
み
出
さ
な

い
プ
レ
サ
イ
ク
ル
の

「サ
イ
」

な
ど
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

男
(
ふ
じ
み
野
)
、
福
祉
本
因
坊

戦
優
勝
香
川
延
久
(
南
金

目
)
、
福
祉
碁
聖
戦
優
勝
阿

久
津
三
吉
(
平
塚
二
丁
目
)

マ
将
棋
大
会
(
参
加
付
人
)

・
福
祉
名
人
戦
優
勝
鹿
田
一

彦
(
片
岡
)
、
福
祉
竜
王
戦
優
勝

原
因
登
(
明
石
町
)
、
福
祉
王
将

戦
優
勝
米
谷
平
四
郎
(
御

殿
)人

権
作
文
の
結
果

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
神
崇
川
県
大
会
が
行
わ

れ
、
市
内
か
ら
は
渡
辺
泰
裕
君

(
大
野
中
二
年
)
の
作
品
が
金

貨
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
十
九
人

が
銅
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。
応

募
総
数
五
万
二
千
百
八
編
。

今
後
、
愛
称
が
決
ま
り
次
第

ご
み
減
量
化

・
資
源
化
を
啓
発

す
る
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、
ス

テ
ッ
カ
ー
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
は
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
、
ま
た
は
通
学
し

て
い
る
人
。
応
募
は
、
は
が
き

に
愛
称
名
、
本
人
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務

付

先
(
学
校
名
)
を
記
入
し
て
、

だ

二
月
十
日
(
土
)
ま
で
に
環
境

れ

衛
生
業
務
腺
へ
。

け

な
お
、
応
拡
作
品
は
個
人
の

れ

創
作
し
た
未
発
表
の
も
の
で
、

称

一
人
三
点
ま
で
に
限
り
ま
す
。

愛

O
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

環

境
衛
生
業
務
探
(
内
線
2
3
9
)

福
祉
会
館

宮
(お
)2
3
3
3

。
専
門
(
法
律
、金
融
、
住
宅
、
医
療
)相
談

2
月
8
日
(
木
)

日
時
却
分
1
日
時
叩
分
、
予
約
制

。
生
活
支
援
相
談
毎
週
月
5
金
曜
日
8
時
却
分
5
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
8
時
却
分
3
口
時

。
結

婚

相

談

毎

週
日
幅
日
刊
時
5
日
時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
母
子
相
談

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
S
M時

。
家
庭
児
童
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
3
M時

。
婦
人
相
談

2
月
8
日
(
木
)
刊
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
却
分
i
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(崇
善
小
学
校
北
側
)

宮
(お
)6
0
1
2

毎
週
月
5
金
昭
臼
9
時
5
口
時

。
電

話

相

桜

毎

週

月

1
土
曜
日
司
時
1
口
時
(第
2
・

第
4
土
曜
日
を
除
く
)

子
育
て
相
執
筆
(須
賀
保
育
園
2
階
)
宮
(
幻
)
7
6
3
9

毎
週
月

t木
曜
日
9
時
却
分
S
M時
(
木
曜

日
は
ロ
時
ま
で
)
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鉱
物
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2
月
1
日
か
ら
受
け
付
け

広報ひらつか

5紡
問い合わせは
市民税課 (内線271)

中
央
公
民
館
特
別
講
座
が

平成8年 1月 1 5日

中
央
公
民
館
で
は
、
特
別
講

座
と
し
て
行
う
次
の
二
つ
の
講

座
の
受
購
生
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
希

望
講
座
名
(
ス
ペ
イ
ン
料
理
は

希
望
日
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
勤
務
先
を
記
入
し

て
一
月
三
十

一
日
(
水
)
ま
で

に
中
央
公
民
館
(
千
加
平
塚
市

追
分
一

l
二
十
・

2
M
1
2
1
1

1
)

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

(3) 

-
石
仏
に
親
し
む

マ
日
程

2
月
初
日
、
幻
目
、

3

月
ロ
白
、
日
目
、
初
日
の
全
5
回

・
時

間

午

後

1
時
却
分

5
3

時
却
分
(
最
終
日
の
み
午
前
日

時

5
午
後
3
時
)

マ
定
員

印
人

マ
教
材
費

三
百
円

・
ス
ペ
イ
ン
料
理

マ
日
程

3
月
1
目、

9
目、

幻
自

(
3
回
と
も
内
容
は
閉
じ
)

・
時
間
午
前
日
時

5
午
後
3 へ

時マ
定
員

M
人

マ
教
材
費

三
百
円

1
月
白
日
は
文

化
財
防
火
デ
|

一
月
二
十
六
日
は
昭
和
二
十

四
年
に
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が

焼
損
し
た
日
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
日
を
文
化
財

防
火
デ
1
(文
化
庁
・
消
防
庁
)

と
定
め
、

毎
年
こ
の
日
を
中
心

に
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動

払
証
明
哲
な
ど

・
2
月
初
日
(
火
)
神
田
公
民
館

・
申
告
の
脱
明
会

A
V
申
告
は
お
早
め
に

・
2
月
幻
自
(
水
)
盟
国
公
民
館
県

・
市
・
平
塚
税
務
署
合
同

市
・
県
民
税
の
申
告
の
受
貯
・

2
月
幻
自
(
木
)
吉
沢
公
民
館
の
申
告
説
明
会
が
聞
か
れ
ま

付
け
は
二
月
十
六
日
以
降
大
変

・
2
月
幻
日
(木
)城

島

公

民

館

す
。

混
み
合
い
ま
す
。
申
告
は
お
早

・
2
月
お
日
(
金
)
金
回
公
民
館

マ
日
時

2
月
1
日
(
木
)
午

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

-
2
月
幻
自
(
火
)
旭
北
公
民
館
後
2
時

i
4時

-
巡
回
の
申
告
受
付
と
相
談

・
2
月
お
日
(
水
)
金
目
公
民
館
マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
ブ

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
市

・
2
月
m
B
(木
)
岡
崎
公
民
館
ラ
ザ
会
議
室
(
M
N
ピ
ル
口
階
)

役
所
市
民
ホ
1
ル
以
外
に
次
の

マ
時
間

、
午
前
9
時

1
1
時
却

マ
内
容
所
得
税
、
消
費
税、

会
場
で
も
受
け
付
廿
ま
す
。
分
(
た
だ
し
、
城
島
公
民
館

は

事

業
税
、
住
民
税
の
申
告
官
の

マ
日
程

・
会

場

午

後

2
時

3
4時
)

魯

き

方

次
の
日
程
で
確
定
申
告
の
無
料

相
談
を
行
い
ま
す
。

マ
還
付
相
談

・
日
程

2
月
5
日
(
月
)
、

6

日
(
火
)

・
時
間
午
前
9
時
初
分

i
u

時
、
午
後
1
時

3
3時
初
分

マ
小
規
模
事
業
者
の
相
談

・
日
程

2
月
日
日

(金)、

四

日
(
月
)
、
初
日
(
火
)

・
時
間
午
前
9
時
泊
分

t
u

時
、
午
後
1
時
1
3時
叩

分

公

衆

周

辺

路

と

し

て

使

用

さ

※
会
場
は
い
ず
れ
も
ひ
ら
つ
か
れ
て
い
る
土
地
の
所
有
者
は
、

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
会
議
室

(
M
N

そ
の
道
路
部
分
を
分
筆
し
、
登

ピ
ル
口
階
)

記

が
完
了
し
た
と
き
に
市
に
届

確
定
申
告
の
準
備
を

問甑 ま俊
平塚税務署ft22-1400へ

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
毎
年
こ
の
自
に
あ

わ
せ
て
国
や
県、

市
の
指
定
と

な
っ
て
い
る
数
多
く
の
重
要
文

化
財
の
保
存
方
法
等
が
防
火
基

準
に
あ
っ
て
い
る
か
検
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
文
化
財
は
長
い

歴
史
の
中
を
受
け
継
が
れ
て
き

た
貴
重
な
遺
産
で
す
。
私
た
ち

は
、
こ
れ
を
保
存
し
、
後
世
に

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。私

た
ち

一
人
一

人
が
文
化
財

を
大
切
に
し
、
災
害
か
ら
守
る

よ
う
心
が
貯
ま
し
ょ
う。

円
を
超
え
る
人

・
給
与
を
ニ
か
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人

-
還
付
を
受
け
る
人
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
医
療
費
控

除
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
な

ど
の
あ
る
人
や
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
納
め
過
ぎ
の
人
は

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
が

で
き
ま
す
。

還
付
申
告
は

一
月
か
ら
税
務

署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
告
を
。

-
所
得
税
の
特
別
減
税

平
成
七
年
分
の
所
得
税
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
人
は
確
定

申
告
に
よ
っ
て
特
別
減
税
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

-
給
与
収
入
金
額
が
二
千
万
円

を
超
え
る
人

・
年
の
途
中
で
退
職
し
年
末
調

整
を
受
け
な
か
っ
た
人
や
、
退

職
所
得
の
あ
る
人

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

あ
る
人
な
ど

※
特
別
減
税
額
は
、
所
得
税
額

の
四
%
相
当
額
(
最
高
五
万

円
)
が
控
除
さ
れ
ま
す

av所
得
控
除
の
改
正

配
偶
者
控
除
や
扶
聾
控
除
の

対
象
と
な
る
人
の
合
計
所
得
金

額
の
要
件
が
三
十
八
万
円
以
下

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

-
無
料
相
談
の
ご
利
用
を

税
理
士
会
平
塚
支
部
で
は
、

住
宅
用
地
の
変
更
は

土
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
う
ち
、
住
宅
の
敷
地
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
二
百
平
方

M

未
満
の
宅
地
の
課
税
標
準
額
は

六
分
の
一
と
な
り
、
二
百
平
方

針
を
超
え
る
宅
地
の
課
税
標
準

額
は
三
分
の
一
と
な
り
ま
す
。

次
に
骸
当
す
る
土
地
の
所
有
者

は
二
月
一
日
ま
で
に
申
告
を
。

マ
対
象
①
平
成
7
年
1
月
2

日
3
平
成
8
年
1
月
1
日
に
民

地
・山
林
等
を
転
用
し
、
ま
た
は

住
宅
用
地
以
外
の
宅
地
か
ら
住

宅
用
地
と
な
っ
た
も
の
②
前

記
と
同
じ
期
間
に
住
宅
用
地
か

ら
非
住
宅
用
地
と
な
っ
た
も
の

マ
問
い
合
わ

せ

先

資
産
税
課

土
地
係
(
内
線
2
8
8
)

道
路
は
非
課
税

家
屋
を
壊
し
た
場
合
は

家
屋
(
物
訟
や
車
庫
な
ど
を

含
む
)
を
壊
し
た
場
合
は
必
ず

連
絡
を
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

資
産
税
課

家
屋
係
(
内
線
2
8
7
)

償
却
資
産
の
申
告

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
毎
年
一
月

一
日

現
在
の
償
却
資
産
を
一
月
三
十

一
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
対

象

土

地

・
家
屋
を
除
く

事
業
用
有
形
資
産

(備
品
・
工

具

・
機
械
装
置
な
ど
)
で
、
そ

の
減
価
償
却
貨
が
所
得
計
算
よ

市
民
戸
ナ
ウ

ン
サ

l
募

集

広
報
広
聴
課
で
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
市
民
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
放
送
し
て
い
る
市
の
広
報
番

組

「こ
ん
に
ち
は
市
役
所
」
で

番
組
制
作
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
く
市
民
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
の
う
え
要
件
を
満
た
す

土
地
に
限
り
翌
年
度
か
ら
非
課

税
扱
い
と
な
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

土
地
係
(
内
線
2
8
8
)

特
別
土
地
保
有

税
の

申
告
を

い
の
凶
歳
以
上
の
未
婚
の
女
性

(
高
校
生
は
除
く
)

マ
仕
事
の
内
容

毎
週
水
曜
日

の
午
後
に
行
-
つ
番
組
収
録
時
に

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
を
ア
ナ

ウ
ン
ス
す
る

マ
募
集
人
数

2
人

マ
応
募
方
法
市
販
の
履
歴
哲

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

1

月
白
日
(
水
)
ま
で
に
広
報
広
聴

課
(
内
線
3
1
5
)
へ
本
人
が
直

接
持
参
す
る

嘱託員・作業員の募集
-対象昭和31年 4月 2日以降に生 ま

れ た鯛理師の資絡を有する人

.市開発公社 「盤園管理作業員J
一1人

・対 象 昭和11年 4月 2日~昭和16年
4月 1日の聞に生まれた男性

応募方法

応募は、市販の履歴骨に必要事項を

記入し、写真をはって 1月22日(月)ま

でに本人が直接職員映に提出する。

1次試験は 2月 10日出。

問い合わせ先
職務内容や雇用期間、賃金などにつ

いての問い合わせは職員課(市役所 3
階 .ft23-1111内線322)ヘ

4・産f木者等の代替えの嘱託保母

…5人 程度

・対 象 昭 和26年 4月 2日~昭和51年

4月 1自の聞 に生まれた保母 の資格

を有する女性

※合格後は雇用待機者として登録され

た後、 5年以内に職員の欠員状 況 等

により必要に応じて順次雇用される

.市 社 会 福 祉 協 調 会 「嘱託保健 技術員J
.. 1人

・対象 昭和14年 4月 2日以降に生 ま

れた保健婦または宿謹婦の資格を有

する人

.市 社 会 福 祉 協 議 会 「嘱託給食 間理員J
…1人

て主主...，，.':J二一-h一一括Eニ主主4圭In以ーじー メ 官界京
市政モニターは、市民のみなさんと市とのパイプ役です。仕事の内容は、

市民のみなさんからのご憲男 ・ご要望を市にお寄せいただくことや、広耳恵パ

トロールに参加していただく ことなどです。お気軽にご応募ください。

を
す
る
必
要
が
な
い
人

マ
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
そ
の

後
就
職
し
て
い
な
い
人

マ
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
し
て

い
る
株
式
の
配
当
所
得
の
あ
る

人マ
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と

な
っ
て
い
る
人

-
申
告
が
不
要
な
人
は

マ
税
務
署
へ
確
定
申
告
す
る
人

市
・
県
民
税
の
申
告
の
受
け

マ
年
金
や
恩
給
な
ど
の
あ
っ
た

マ
給
与
所
持
者
で
ほ
か
に
収
入

付
け
は
、

二
月

一
日

(

木

)

か

ら

人

が

な

く

市

・

県
民
税
が
給
与
か

始
ま
り
ま
す
。

三
月
に
入
る
と
な
お
、
平
成
八
年
一
月
一
自
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
「
申
現
在
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
人

.
保
険
料
な
ど
の
控
除
は

告
書
の
哲
き
方
」
や

「前
年
の
で
も
市
内
に
家
屋
敷
や
庖
舗
、
昨
年
中
に
病
気
な
ど
で
多
額

控
え
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
早
事
務
所
等
を
所
有
し
て
い
る
人
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
り
、
固

め
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
は
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
民
健
康
保
険
税
や
生
命
保
険
料

-
申
告
が
必
要
な
人
は

・
給
与
所
得
者
で
申
告
の
必
要

な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

申

・
申
告
の
必
要
な
人
は

平
成
八
年

一
月
一
日
現
在
、

な
人
は

告
に
よ
り
控
除
さ
れ
ま
す
。
マ
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
税
務
署

マ
市

・
県
民
税
が
給
与
か
ら
天

・
申
告
に
必
要
な
も
の
は

ど
が
あ
る
人
で
、
各
種
の
所
得

へ
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
引
き
さ
れ
ず
、
個
人
で
納
付
す
マ
申
告
曾
と
印
鑑

金
額
の
合
計
が
扶
礎
控
除
な
ど

必
要
が
な
い
次
の
人
で
す
。
る
人
。
た
だ
し
、
勤
務
先
か
ら
マ
源
泉
徴
収
票
か
給
与
明
細
密
の
所
得
控
除
額
を
超
え
て
い
る

マ
昨
年
中
に
給
与

・
事
業

・

良

給

与

支

払

報

告

書

が

市

に

提

出

な

ど

人

業
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
所
得
が
さ
れ
て
い
る
場
合
は
不
要
マ
収
入
経
費
の
分
か
る
帳
簿
や
マ
給
与
所
得
の
あ
る
人
で

あ

っ

た

人

マ

ニ

か

所

以

上

か

ら

給

与

を

受

支

払

調

宮

、

領

収

暫

な

ど

・

平

成

七

年

中

の

給

与

の

収

入

マ
大
工

・
左
官
な
ど
の
日
届
い
け
て
い
る
人
や
、
給
与
以
外
に

マ
昨
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
金
額
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人

賃
金
の
あ
っ

た

人

も

所

得

が
あ
る
人
で
確
定
申
告
の
領
収
容
や
生
命
保
険
料
の
支

・
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万

マ
対

象

①

1
月
1
日
現
在
、

市
内
に

一
千
平
方

M
以
上
の
土

地
、
ま
た
は
市
街
化
区
域
内
に

三
百
三
十
平
方
針
以
上
の
一
団

の
土
地
の
所
有
者
(
申
告
納
付

期
限
は
5
月
白
日
)

②

1
月

1
B
ま
た
は
7
月
1
日
を
基
準

日
と
し
て
、
基
準
目
前
1
年
間

に
合
計
で
市
内
に
一
千
平
方
針

以
上
の
土
地
を
取
得
し
た
人

(
申
告
納
付
期
限
は
2
月
末
日

ま
た
は
8
月
初
日
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

土
地
係
(
内
線
2
9
0
)

料

期

湖

湖

水

一

h
K

8

I

f
巾

r
t

割打

崎

明

料

明

旧

咋

ふ
u

数

引

担
金
、
ま
た
は
必
要
経
費
と
し

制

関
…
一
一

川

一

て
算
入
さ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、

の

保

保

定

日

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
が
諜

期

等

康

金

尿

終

納

税

健

年

し

最

一

せ
ら
れ
て
い
る
車
両
は
除
く

月

象

民

民

掃

捌

ル

マ
問
い
合
わ
せ
先

資
産
税
課

1
附

国

国

清

附

償
却
資
産
係
(内
線
2
9
1
)

4

。応募資格 市内にお住まいの20歳以上の方(国

-地方公共団体の常勤の職員、公職選挙法によ

る公職にある方、国 .þ~の閉じような目的のモ

ニターをされている方を除きます)

。募集人員 20人

o任 期 平成 8年 4月 1臼から 2年間

く〉応募用紙 各地区公民館、市役所市民相談室 ・

広報広聴線で配布しています

く>申し込み 応募用紙を郵送で広報広隠線あてお

送りいただくか、広報広聴謀、または各地区公

民館にお持ちください。締め切りは 2月29日倒。

o申し込み先 広報広聴際 (〒254平塚市浅間町9 -1・ft23-1111内線355)
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人件費(普通会計決算)

区 分
住民基本台帳

歳出額A 実質収支 人件費B
人件費率

人口(年度末) (B/A) 

平成 平成7年3月3旧 千円 千円 千円 % 

6年度 251. 696人 74，457，201 5，626，205 18，413，002 24.7 

区 分 全職種

職員全体に占める支給対象職員の割合 69.9% 

特手
支給対象職員l人当たり平均支給年額(6年度決算) 227，023円

殊
手当の種類(手当数) 36種類

動
代表的な手当の名称・…-医師手当、消掃作業手当、現場作業

務 当 手当、下水道施設作業手当、災害等

出動手当

8.職員手当の状況

を

財
政
謀
(
内
線
3
5
3
)で
は
、
平
成
七
年
度
上
単
期
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
し
定
。
市
の
財
政
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
だ
税
金
を
主
体
と
し
て
、
国
や
県
の
支
出
金
、
競
輔
事
業
の
収
益
金
、

市
慣
(
借
入
金
)
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
公
表
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
の
財
政

状
況
を
知
っ
て
い
だ
だ
く
定
め
、
百
年
六
月
と
十
二
月
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
ぎ
芝
、
職
員
課

(内

線
3
2
2
)
で
は
、
職
員
の
給
与
費
等
の
状
況
を
公
表
し
ぎ
し
た
の
で
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

給 与 費
一人当た

区分
職員数 計

り給与費
A 期末・勤勉 B 給料 職員手当

手当 (B/A) 

平成 千円 千円 千円 千円 千円

7年度 1，905人 7，970，375 2，854，161 4，233，243 15，057，779 7，904 

職員給与費の状況 (普通会計予算)2 

※①織員手当には、退職手当を含まない。②給与r.iは、当初予算に計上された額。

職員の平均給料月額および平均年齢の状況(平成7年4月1日現在)

一般行政職 技能労務職
区 分

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

平塚市 349，236円 41.0歳 325，524円 46.8歳

国 297，346円 38.7歳 273，208円 47.9歳

3 

区 分 平 塚 市 国

配偶者 16，700円 16，000円

扶
配偶者以外の扶養

6，800円 5，500円
ヨE 親族のうち2人まで

手
配偶者のない職員

の扶養親族のうち 11，200円 11，000円

当 1人

その他の扶養親族 2，000円 2，000円

住 居 手 当 32，200円限度 27，000円限度

通 動 手 当
交通機関利用者実費 45，000円限度

片道1.5km以上 片道 2km以上

(平成7年 4月 1日現在)

平 塚 市 国

区 分 決定 採用2年経過 採用2年経過

初任給 日給料月額
決定初任給

日給料月額

大学卒 177，300円 190，800円
I種 180，500円 193，900円

一般 II種 167，200円 180.500円
行政職

高校卒 148，600円 163，500円 日l種 136，500門 145，900円

技能 22歳
163，500円 177，300円

労務職 (甲表)

職員の初任給の状況 (平成7年 4月 1日現在)4 

1，097，960千円

職員 l人当たり

平均支給年額
425千円

額総給支

区 分 平塚市 神奈川県

支給対象地域 全 地 域 全地域

関
支 給 率 10% 10% 

整 支給対象 職員 全職員2578人

手
支給対象職員 1人当たり

当 平均支給年額 423，174円
( 6年度決算)

6.一般行政職等の級別職員数の状況 (平成7年 4月 1日現在)

をいて全
平塚市 国

標準的な 主事補 係長 課長補佐 課長 部長 技能職 ベまは国的区 分 主事 主任 副主査 lす
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨 ・定年 職務内容 技師補 主査 副主幹 課長代理 参事 労務職 ス自に

21.0月分 35.28月分 21.0月分 28.875月分 U乙 治比勤続20年
職 員 数 56人 186人96人 95人 170人 248人 221人 76人 550人 し 省較し支

て勤続25年 33.75月分 45.36月分 33.75月分 44.55月分
10.0% 14.6% 13.0% 4.5% 32.4% し1

結差由の やす主b筆、
給 構 成 比 3.3% 10.9% 5.7% 5.6% 

ま勤続35年 47.5月分 62.7月分 47.5月分 62.7月分
平返 率 ※平塚市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。標準的な す
成職 最高限度額 62.7月分 62.7月分 60.0月分 62.7月分 職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名をいう。
6手 調査通会
年当 定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置 7.特別昇給の状況
度 その他の加算措置

(3 ~15%加算) (2 ~20%加算) 料資に 計によ
区 分 合計 一般行政職 技能労務職

退職時特別昇給 勤続10年以上20年未満…l号給 退職時特別昇給… l号俸
数 (A) 1，685人 1，134人 551人

ょっ
職 員 るて勤続20年以上………・…2号給 ー い

6年度退職手当職員l人当たり 自己都合 勧奨・定年 平成 普通昇給期聞を短縮して
40人 27人 13人 般行政 すま。

平均支給額(6年度決算)(全職種) 1，227千円 27，566千円
6年度 昇給した職員数 (B)

平均勤続年数 5.9年 36.6年 比 率 (B)/(A) 2% 2% 2% 

我が家の防災対策を確認

畢場葡@感海奏掌嚢漉11周年認念事業脱出口を確保しておこう
地震が発生し、激しい揺れが .パネルディスカッション 4砂市民・大学交流コンサート

起こると、ドアや窓が変形して
三~

交流にかかわりの深い分野から、交 -日時 2月16日(金)
聞かな くなり、避難できなくな - . 流に対する希盤、大学や行 政 ・市民の 午後 6 時~7 時15分
ることがあります。 - 在り方を述べ、これからの時代の交流 -会場 平塚市議会殿場

身の安全が確保できたら、揺 . . 
の方向を模索します。入場自由 -出演 市民グループ「平塚フィルハ. 

れの合間をみて脱出口を確保し . . -日時 1月29日(月) ーモニー管弦楽団J、東海大学
ましょう。特に、出入口の少な . 

午後 l 時30分~3 時30分 「管弦楽研究会」
いマンションや団地などは注意 -会場ラスカホール -応募方法
しましょう。 駅 ピル「ラスカJ6階 はがきに住所、氏名、匂話番号を記
被告を最小限に食い止めるた . -基間講演「地域と大学の交流につい 入して企画調監螺へ申し込む。定員

め、日ごろから「いざ」というと てJ宮坂晴子東海大学教授 は120人。希望者多数の場合は抽選
きのことを考えておきましょう。 -パネルディスカッション 「地域と大 .申し込み・問い合わせ先
-事.!!当 防災課 学で行うまちづくりについて」 企画調強課(〒254平塚市浅間町9ー

ft23-1111 (内線357) 1・ft23-1111内線323)

-. 
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職員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況 (平成7年4月1日現在)

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学事 266，600円 309，300円 365，200円
一般行政職

高校卒 219，300円 266，600円 327，100円

技能労務職 22歳就職 233，400円 293，000円 332，900円

5 

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合
は、採用後の年数をいう。

平 塚 市 国

区 分 (平成 6年度支給割合) (平成6年度支給制合) I 

期末 勤勉 期末 勤勉

3月期 0.52月分 0.5月分

6月期 1.65月分 0.6月分 1.6月分 0.6月分
期末・勤勉王手当

12月期 2.0月分 0.6月分 1.9月分 0.6月分

計 4.17月分 1.2月分 4.0月分 1.2月分

8級|技労職級7 級6 5級4級2級 13級1級分区
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職員獄 (7年 4月1臼現在)

(部門別職員数の状況 ・各年4月 1日現在)

部 門
験 員 数

平成 5年 平成 6年 平成 7~手

一般行政部門 1225人 1255人 1265人

特別行政(教育、消防)部門 644人 645人 649人

公営企業等会計(病院、下
645人 660人 664人水道事業、競輪場等)部門

総 計 2514人 2560人 2578人

|条例で定められた職員定数 I 2610人 I 2610人 I 2610人 | 
職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、

派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いている。
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平成7年度の主な事業 (高尾笠突に)
〔生活・福祉環境づくり〕

・仮称南部福祉会館等組合施

設建設事室長 (6~8年度継続)

.老人福祉施設入所委託経費

.遠藤 原一般廃棄物最 終処分

場第 2 期整備事業 (6~8年度

継続)

-仮称 万四デイサービ スセン

ター建設事業

-ごみ収集経費

〔産業・経済環境づくり〕

・漁港整備事業・利用調重盗事

業・漁 港事業関連対策経賢

.中小企業金融対策経世

-勤労者金融対策事柴

〔教育 ・文化環境づく り〕

.相;脱小学校校舎改{惨事業

・生徒 用教育パソコン 導入関

係 経費

〔都市環境づくり〕

.下水道事業

・都市計画街路盤備事業(八

幡神 社土屋線、仮称 日向岡

トンネル等)

・公闘用地取得事業(金目

親水・なでしこ ・;a，土大

塚山等)

・幹線道路準備事業

-狭あい道路整備事業

・真土ーノ域公闘皇室備事業

.真土大塚山公園整備事諜

〔その他〕

・競輪場盤 備事 業

平成8年 1月 15日(5) 

9.特別職の報酬等の状況 (平成7年4月1日現在)

区 分 平 塚 市

市 長 1. 016，000円

給料(月額) 助 役 842，000円

収入役 735，000円

議 長 621，000円

報酬(月額) 副議長 545，000円

議 員 505，000円

市 長 3月期 0.5月分

助 役 6月期 2.21月分
期末手当 収入役 12月期 2.6月分
(6年度支給割合)

言十 5.31月分

議会関係も同様の支給割合

10.定員の状況
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3億 6，944万円

3億6，239万円

8億6，621万円

9{意5，946万円

8{:t!3，633万円

5億 685万 円

4億7，500万 円

25億 1，269万円

6億7，000万円

2億 2，298万円

132億 4，932万円

27億 1，401万円

18億 2，824万円

5億 2，620万円

4億 3，572万円

3億 5，587万円

2億 5，010万円

議会費0.7%

一般会計予算内訳(75，724，016千円)

地方議与税1.9%

8館、2，990万円

平成7年度各会計別予算
( 7年 9月末現在)

予算額(万円単位に四捨五入〉

757億 2.402万円

711億 3.750万円

333億 106万円

115億 7，57375'円
0万円

132億 4，932万円

7億 3，757万円

8，400万円

6，254万円

2，220万円

8億 672万円

112億 9，836万円

111億 6.900万円

1.580憶 3.052万円

会計別

一般会計

特別会計

・競輪事業会計

・国民健康保険事畿会計

.都市改造事業会計

・下水道事業会宮十

-都市施設用地取得事業会計

.食肉センター会計

・交通災害共済事業会計

-水産物地方即売市場事業会計

.総合公 園用地取得事態会計

・老人保健医療事業会計

病院事 業会計

合計

織
ぽ

教育費

場Z
消防費

…油
開
齢

土木費

持 |畠
農林水産業費衛生費

市民 1人当たり
の予算と負担

(…は9月末)日現在の負担額を、 l 
その他は 9月末日現 l
在の予算額を人口で l
割ったもの / 

債市手見市

36.757円11.485円72，537円9，595円30，603円58.077円26，100円95，493円

4・・・4砂
(木)までに往1月25日

l美 術館 I
会漂着物を拾う会

2月 10日(土)9 時30分~11時

花水川橋平塚側たもと(雨天

毎週月曜日

ft33-5111 

-日時

・集合

中止)

。 休館目

。 博 物 館

〒254浅 間 町12-41-期間 1月30日

「天文部門J
95年の観測の成果を紹介します。

-期間 2月 1日(木) ~28日(水)

までt火〕

「特集世界の国々J
世界の国々に闘する資料を特集。

-期間 1 月 25日(木)~2 月 7 臼(水)

・会場 中央図的館貸出室、こども室

参考室

。休館日 毎週月曜日、

.。 中央図密館

〒254 浅 間 町12-41
0北図書館

〒254 田村5155-1

0西図書館

〒254 山下760-3

会ビデオ映画会

※会場は中央図容館です

「イ ソップ物語 6話(北風と太陽、キ

ツネとツルほか)J
-日時 1月21日(日) 10時、 14時

「ききみみずきん、一休さんJiベート

ーベン、ワットJ
・日時 1月28日 (臼) 10時、 14時

「家なき子、アンクルトムの小屋J
-日時 2月 4日(日) 10時、 14時

会資料の特集

会星を見る会

「月と金星をみよう」

-日時 1月26日(金) 19時~20時
・会場博物館屋上(科学教室集合)

・参加 自由(ままり、雨天中止}

会冬の自然観察会

-日時 1月28日(白) 12時30分~16

時30分(雨天中止)

-場所酒匂川河口付近

・定員 30人

-申し込み 1月20日(土)までに往

復はがきで(多数抽選)

会自然観察ゼミナール

陶芸芸)】

・期 flJ1 1月 18日 (木) ~23日 {火)

【アッセン ブリッジ回II (絵画)】

-期間 1月17日(水) ~23白 (火)

【山口幸恋油絵展(油絵)】

・期間 1月24日(水) ~30 日

【坪井賀子農{絵画)】

-期間 1 月 31日(水)~2 月 6 日(火)
【労金子供魯き初め展(魯)】

・期間 2月 2日(金) ~ 4日(日)

【波の子造形研究所作品展(絵画)】

・期間 2月 7日 (水) ~13 日 (火)

【品村令恕写其展「述い森の配憶」

(写真)】

【ユキ油絵グループ展{油絵)】

・期間 2月 14日(水) ~20日(火)

O休館日 毎 週月曜日

。 美 術 館

〒254西 八幡1-1-3

(火)

会 みる・きく・はなす美術鑑賞

常設展 示作 品を 使って美術鑑賞を行

います。 ζ の美術鑑賞は参加したグル

ープのメンバーが作品を宮諜で説明し

たり対話して進めていきます。

.W'I日 2月13日 (!k)、27日 (!k)、

3月16日(土)、 23日(土)

・時間 9 時30分~11時と 11時~12日寺

30量子

-会場常設展示室およびアトリエA

-対象 一般の方で3人 以 よ10人 以 下

のグループ

-申し込み 1月30日(火)までに往

復はがきで(多数抽選)

会 ワークショップクラブ

「冬苦手入門」

・臼平呈 2月 3日

4月 7日(日)

・時間 14時~16時

・場所 2月 3日は博物館、そのほか

は総合公園

-対 象 小 学 校5年生以上で 3固とも

参加できる方

-定員 30人(多数抽選)

(土)、(土)、 17日

ft35-2111 

|博物館1
1月 16日(火)

食 プラネタリウム

「植物から生まれる色」メンバー募集

これまでのワークショッブ参加者を

中心に資料の調査や情義、実習を行う

研究会です。

・日程 1月27日(土)、 2月 3日(土)、

3月 9日(土)、20日(祝)、 4月 6日(土)

20日(土}の全 6回

-時間 1 3時~16時30分(予定)

・会場 アトリエB

・対象盤、紅花、協調 味 が あ り 染

色 などの経験がある方

-定員 20人程度

・教材質 2000円程度

・申し込み 1月20日{土)までに往

復はがきで(多数抽選)

ft31ー0415

宮 53-1232

宮 36-3555

.~砂...~・4・・4・・4・4・・.・4・・・.・4・.・4・・・・・・4・・.~・・・・・・・.・・・・・・・4・.~・4・・・・・・・4・・・・・・・~砂4砂4・・・4砂

「赤外線の大目玉ーすばる望遠鏡J
-期間 3月 3日(日)まで

会寄贈品コーナー

futのつどいJ

会市民アートキ.ャラリー

【平塚市医師会文化祭(絵画・写真・
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